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地 理 学 的 方 法 に 関 す る 一 考 察
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本稿は，地理学の方法論について6 筆者の見解をまとめたものである。最近め地通学はいわゆる 

数理化，計量化の動内のもとに大きくゆり動かされているが, これら動向を傍観したり,，いたずら 

. に追従するのみではなぐ, むしろ, これを好機として, 地迤学の方法論を根底から問いなおし,独 

白の学間ないし科学分酑と:しての基礎をより弹固にすべきも今であろう。以下に展開される方法論 

. ^ は必ずしも完成されデC ものではなく，きわめセ不十分なも6 であるが，あえてここに試論として挺 

1 出するのは，前述の数理化，計量化め動向を単に皮相的なもめにおわらせてはならないと•考えるか 

らに他ならない。ここでは, 特に地理学の目的と方法，本 して,地理学的ァタロ一チの滥礎ともい

うべき研究対象，問題意識，そして用具と技法にっいて述べてある^
. - .... , : . ,

.む.：.,:..).：.  ̂ ■ ■ . . : . . : - - ' _ : •. > ,''1, '•
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1• 地 理 学 の 目 的

地理学を一つの学問領域として明確に定義する；とば困難である。地癍学めブロシティァは常に 

. . 拡大しており，他の学問領域との境界は複雑にいりくみ，しばしば論議の対象となっている。.地理 

学がいかなる学問であるかにつV、ては, これまで多数の議論がなきれできたし，これからもI命議さ 

れつづけ.るであろう。•一般に認めら.れている定義を最も広義に解釈すれば,地理学は地球表面いわ 

ゆる地表上の状態に関する情報の収集と_ を目的としている学問ないし科学ヤあると規定午るこ 

‘ ：;； とができるかも知れない。

地衷が一つの研究対象として意味をもつのは, いうませもなく，それが人間をはじめとす名すベ 

. ての右機体の活勋の場であり'しかも地表の状# が場所によってことなり，かつ，時間の経過とと % >  

に変化するからに他ならない。人間が地表上を主要な坐活め舞合としているかぎb われ-われが地表 

の状態について適格な情報を得たいと考えるのはあたりま克である。 しがも地表の获遍か;!句一では
ム.  ：---     ；--：---7---  — -----   ' , ' .....

注（1> Hai'tshonio, It,: The Nature of Geography, 1939; 村茁七訳地理学方法論,:

42(1254)
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なく，場所によってことなり，時問とともに或化するならば，われわれができるかぎり広範四にわ 

たる地表の状態についてその愦報を収集し，かつ時間的変化をあとづけて情報を修正し，ァップト 

みデイもめにしておこうと試みる tDぼ当鉍であろう。新鮮な好奇心にもとづく知識欲はすべて 

の学_ を苑展させる厚動力であると考えられるが,地理学はとの人間の基本的歆汆をもっぱら地表 

の状態の解明にt i # ているといづでよかろう。この意味で，地理学の绾^義的目的を地表の状態に 

閲すも情報の収集と管趣にもるとすることはお•そらく多くの支持者を得るととができると思われる.
しかしながら，情報の収集管理のみが地理1学者の啪一の役害丨1ではない。情報がわれわれにとって 

意味をも.つのは，それがわれわれの生活にとって役立つ，特にンいわゆる問題状況といわれる択一* 
的な選択をせまられる状況における意志決定に役立つからに他ならない。一般に，そのまま’では 

役立たぬものを, —定の操作を加夂ることによって， 「变形j ti^ n sfo rm し，.われわれにとって有 

用なものとずる過程を処理processingと晬ぶが，決定に役立らために， 情報はまさに何らかの形 

で処理されていなければならない。現実に，地 表 の 状 態 し て ，われわれの得る情報はさまざま 

であるが，意志決定との関速でいえこれら情報は , われわれのもつ不確矩性を塯太するか，’減 

少するか，或いは全く無関速’であるか，のいずれかであちう6 地表の状態に関+ る的確な記述，説 

明，予測，冬してこれらにもと<5 く適切な意志、決定を行うためfcは，これらさまざまな倩報からわ 

れわれをま'どわす雑音をとりのぞき, 適切な情報めみを慎重に選びださねばならない。われわれに 

とって有用な情報とは何らかの形で秩序づげちれゾ体系化きれたそれであって，よくいわれるよう 

に相艽に無関速な情報の集愤はわれ：b れを释乱に導く O•各であろう。この意味で，地理学渚は地表 

の状態に関する坩なも情報の収集 • 管理めみでなく，的確な精報処理技術をも身につけていなけれ

ばならない窖である。 ：: ‘ ： . '
； .■ , . ’ ■. ' ... . ' ' . ■ .. : ； >.；；；■：
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. 2 . 帰 納 • 演 蘀 •転 揷  ‘
ハ' . . . : . く . .：'  : ：  ̂ . ：：

：  ̂ ■. ； ■ V ■，_ ；

前述めように, ; i也理学の基本的目的は, 地表の软態に関する情報の収槊処理にあるが，一般にわ 

れ；B れが行うtが報処则は婦納/ 演繹，転挿という道つの操作に依存している。これらの過程はわれ， 

われが物市を理解する上で基本的なものであり,学問ないし科学としての地理学を正しぐ認識する 

ためにその意味を明確に把握することが必要であろう。 ,

沽報はさまざまな形で伝達さK 得るが，われわれにとって最もなじみ深くかつ鉴本咋なものは言 

語にもとづく伝達形式である，この意味で，われわれの扱う儈報は多くの場合，対象の状態に閲す 

る言明statem entめかたちをとるめが# 通であるから，ここでは，これら言明との関連で前述した 

三操作についで矩義をあたえるのが適切であろう。即ち. 燔 納 inductionとは'，特定の対象 • ？JT•象 
についてのみ‘ ではま名特殊な言明んらより多くの対象♦事象に適合するような一般的言明を導き

ン顧 細 :、さ . ' . . : ' ン:> へ’：.....:':.'ン:’'..:::'::::::.
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, , だすことをぃぃ，. これに対して，演 櫸 deductionとは，一般的言明から特殊な言明を導き出すこと
> ( 2 )

• をぃうものと定義されるV 帰納的過程の基礎は観察にある。われわれはさまざまな状況における個 

々の観察を一般化するととによって，ぃずれの状況にも共通にあてはま吝一っの言明を導きだす。

1 ■ これに対して，演_ 的過程の基礎は定義にある。即ち，一連の概念を選びだし，これら概念の意味
..... ;.：

、 とその閲係を明確^！規定することが演繹の出発点である。ぃぃかえれば，概念の角法に関するぃく 

っかの諶本的規則をさだめ，これら規則にしたがって，一っなぃしぃぐづかめ一*般的言明を前提と 

してさまざまな状況にあてはまる特殊な言明をひきだすのである„

' . これら二っの渴程に対して，もう一っの過程，転 揷 abductionはあまり知られてぃなぃが，情報
... (3)

‘ 処理，特に創造的なそれを考えるに当って基本的なものでああ。転揷とは相互に無関係な(なぃし 

, 1 無関係と思われた) 言明を結びっけることによって，まえとは全くちがった意味をもづ言明をひきだ 

すことと定義される9 要するに，それは，ある文脈中の一言明(特殊，一般を間わず) をとりだし， 

これを無関係な文鳄の中に転じて挿入することであり, ；うすることによ.って新たな意味をつ：ベり 

だす操作をいうのである。通常よくぃわれる「ひらめき」ないしゲシュタルト心理学でぃ.うところ 

のA H A 体験，ぃV、かえれば，われわれが何かに気づぃたり, 何かを思ぃつくのはこのような過程 

..(意識的，無意識的を問わず)を通じてであり，この意味で転揷は発想の基礎をなす4 のとぃえi う, 

実際にわれわれが帰紬なぃし演繹を行う場合,その一般化なぃし特殊化の過程は必ずしも連錄的な 

ものではなく，むしゐ往々にして非連続的，即ち飛躍をともなうものである，,この帰納•演釋過程 

， における飛躍を発想と踭ぶので1あり，転挿はこの発想を行うために不可欠の操作だと思われるン.

. . 、! 以上/ 情報処理6 関する三っの操作にっぃて述べたが,これら三っの操作は必ずしも学問なぃし> -\ 'V. ノ i)'i " . ■ •
科学に闽有のものではない。物事を理解する上で，われわれは何らかの形での一般化, 特殊化,そ 

； K に発想を行ってぃる。

ン， „

■ !  ̂ 3. 学問としての地理学  ‘
.へ'''..'...，r " ... : - ' ； ■ . . . -  - ' '!■ . •

.• : •' .?；■ .... . . . .
. 学問的知識が常識なぃしぃわゆる事情通の知識と区別されるのは，この一般化,特殊化の過程に

おける検証手続き.の重视にあ■る。そ•して，この場合の検証.とは論理的および經験的検証の二っ.を意

' ； 味してぃる。学問的知識の導出過程におぃて論理の果す役割はぃぐら高く評価してもしっくせぬ程

‘. である。論理学，特に数学があるゆる学問のための法典であるといわれるのはこのために他ならな

ハ ... 一— : . V.- . . . . . . . . .

注（2 )  Ackoff, R. L.： Scientific Method, 1958.
( 3 ) abdu ctionにっぃては，川喜田ニ郎：発想法, 1 9 6 7. 又これと殆んど同じ意味をもつbisoeitttion汔っぃて 

は Koeatler, A.； The Act of Creation； 1964；大久保, 松本,’ 中山訳：創造活動の_ 論，1 9 6 6 ,他 traiisduc- 
: t i o nという表.现も俠われている•. '

M . 1 情報処现における拖木的過程

« 0 「前提(定義> .1

舞 \ m i  (定系T 7
• I

バ：':ぐ:.ト .ン:..V ... I ■；

い。他方経験的検証の:過程も統計学の発肢によって次第に確保されつつある。

帰納的操作ヒおいては個々め事象に関する観察ないし記録が出発点であり，一定の推測過程を経 

て，とれら拿象共通ヒあてはまる一般的言明，即ち法則l a w が導きだされる。他方，演 繹 的 操 1 

作においては，いぐつがの前提(それが最も一般的な形で述べられているとき公理ないし公準prOpô itioiv 

と呼ばれる) と矩義を出発点として矢張;一定の推理過程を経て，より特殊な言明である定理theorem ，，

が導かれる。(図: 1 ) とれが学問的情報処理の驻本的過程である。

このよう粑，法則や定理は一般化，特殊化の過程から導出されるものであるから，個 々 の 法 則 や , 

定理はそれぞれ相互に内包的なV、し外延的関係にある。即ち，いくつかの法則をふぐむより一般ぜ.’. | 

だ法則が存在ずるし，又> いくつがの足埋を基礎として導きだされたより特殊な矩理が存在する。

い;b ば, これら法則や定理は全体として一つの階層系hiehrchical systemをなしているものであ• •

る。われわれが一般に学問的知識と呼んでいるのはこのような階層系として秩序づけられた情報招^

を指すに他ならない。特に；演繹的操作によって導出された階層系（いぐつかの矩理とこれらを関 

連d け名諸言明）を理論theoryと呼ぶことばよく知られている。 ' ，：

地理学はもちろんのこと，殆んどすベての学問において，'これら帰納と演繹のニ操作は相互に犰| 

立fc行: も:’のでほ左い。むしろ掏者は密接K 関連レている。われ;われ_は, ‘ず一定の現突的問 '

題意識(現実め訪述，説明,:字紙もしくは決定に関連するyにもとづいセ,現実に弁在生起する特殊な对' .’

象 • _ 象丨こ関する観察がらはじめて，帰納的過程よって一 *つ な い し い く ら が の 般 的 言 明 を ひ き •=

だずンこ;K ら言明は現実からびきだされ，かつそれ!を合理的{G•反映しているという意味で，现実、に .. 

関す % 経驗的仮説 experiental h y p o th esisともいっ"Cよいもので、ある。これ'ら経験的仮説のうち 

最もこ般的なものを趣礎的前提として, 一連め演繂的過程を経て，二つがい七いくづかO定 迎 が 碡 •
、出Iさii、る.。.:’これら’定迪ぼ現実の特定の状齡こ対佑’する理論的.仮説：theoretical ...hypothesis .であり， ’，

U たがっで， この仮説は既に見出ださ .れた経験的伖説に対応するが , 或レ、は 石 れ わ れ に 全 く 新 た ；' .丨

   .................... _ j _  ■__________し 〜 . X . X E X ：V U ：ニ
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な観察のテーマをあたえるものである。

演辟的操作の真碰がこめ後奢にあることはいうまでもなV、。演繹的過程が単に既に知られてし、る 

経験的法則の説明にのみむけられるならば, その価値は半減する。演繹的過禅の主要機能は帰納的

過殺のみからは導出し得ない。その意味セ予期しない結論を導きせし，新たな観察めテ一マをあ
■ • ' . ■ . 

たえることにある（同じととが帰納的過程にもいえるととはいうまでもない)。事実，観察における問題

.意識とは往々にしてとめテ一マのことr 他ならない。一定の問題意識のもとにあつめられた観察結

-來をデータというが，これらデータは苒び帰納的操作ビかけられ一つの結論が導出される。もI•理

論的仮説がこの経験的結論と合致しない場合, 仮説は棄でられねばならない。ことなった前提条件

のもとに沔び演繹的操作が試みられ，新たな逝論的S 論が導出され，これが現実と赴比されよう。

このような過程をつづけることによって経験的結論と矛盾しない仮説が得られだならば,こめ仮説

は現突によって支持されたこと匕なり，理論は更に拡張される。即ち;ごの仮説 '(定理).;を応用し

て更にいくつかめ定理が導きだされるとになる。

このような埽納と演繹とのくりかえしに#る理論と現実との対疮関係の発展は殆んどの学問分野 
(

，において驻本的なもめでおる。逾論めもつ論理的無矛盾性は必要条件‘ではあるが, 十分条件で'はな 

い。現实よる検証紀耐えなV、かぎり, 理論は放棄されねばならないのセある。挙問は本来動態的 

なものである。常に新たな法則が発見きれ, 定理が導出される。ずべての法則がsi論的に支持’され 

ているわけではないし，他方，すべてめ定理が経験的に検証可能でもない。しかしながら蜇寒なご 

とは，学問が前述したような帰納と演繹の相乗作用ともいうべき新たなテニマめ発見を内蔵してい 

ることであり，と，の自己調節的な過程にふぐまれる諸操作をいがに意識的に行う：かが学問を常識か 

ら区別する大きな特徵となっでん、る。地ii学が一つの学問分野で'あるかぎり，地理学における情報 

処理もまたこのような過程を経てなされねばなもない。 ； •にゾ

“ ■ : - : : 1 ' : . V'.，へ，. : ) .  ..... ' : .. ' .へ....，:.:

4 . 科学としての地理学- :

".......... ; ■ • ' . ■ . . . . . ' : ン，■- - ノノ '■"；；；- -
常識と学問的知識とを_ 別するのは，知_そのものではなく，その知識が導出される過程におい 

てセあつ た。これと闻様に，科学を他と区別するのは結果ではなく過程にある。科学が学f!自である: 

かぎり，その估報姻?现過程が前述した三操作に依存していることはいうまでもない。：帰納，演釋, 

それに転挿という三操# ゆ科学的方法の骨子をなすものである。これら過程{Cふくまれるf命理ゃ緙 

験的検詗の厳密性は科学にとって諶本的な条件といわなければならない。しかしながら, 帰納，演 

繹過稈にみられるより高度の厳格性のみが科学を学問と•丨2 別するものでゆない。

—一般に，科学と呼ばれ孓いる学間分野を他の分蚜れら別す今本質的な点は制鄉control.といt  
注（4 > 川嵙丨丨丨ニ郎前搀掛>  22 に興味のある過程が記載されている。 ‘

•一'— 46 {1258) — ™
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操作を厳格r とり,いれるか否かにかかってヴる。自然科学の特徴は実験にあるとい5 ことがしばし 

ば指摘されるが，ちこで実験とは.,研究対象となってぃる対象,事象の状態を物理的操作によって人 

為的に制御することに他ならない。.実験の目的はある來象と他の：車象との関係を明確にとらえるこ 

とに冷る。現実は梭雜なものであるから，堆に現突をあるがままに観察することによってある市象 

と他の_ 象とがぃがなる印係にあるかを把握することは難しい。いうまでもなく，これは现臾を構 

成す.る琪象がきわめて多種あり，かつその関係が多様であるからに他ならなぃ。そこで採用される’

のが次のような方法, 即ち,調昇に関_ している多くの* 象のうち，ごくわずか，たとえば，二つの 

事象A と,B をとりだし,この両者に购係があるか杏か,あるとすればぃかなる関係があるかのみを問 

題にするという方法である。この方法が可能であるためには，いうまでもなく，選 ば れ た 二 つ の 啡 象 ，

:以外の事象の影響を無視できる稈小さくする状態を人為的につくり得ること，そして，こ の つ く ら れ . 

た状態^;おいて，事象A  (B)を人為的に生起ないし変化させ，このことが事象B (A)の生起なぃし変 

化にどのように関速するかを観察し得る0 とが前提^:ならなければならなV、<>臼然科学において用 

いられている多くめ实験装屘（恒庄室，暗室）がとのような0 的をもって設計されて，い る こ と は あ . 

きらかであろう。実験が物理的操作にともなう状態の制御であるとぃうのはこの意味に他ならない。

しかしながら，寒榦はすべての研究対象に関して適用されるものではない。特 に 社 会 現 象 を 取 扱 _ 

う場合，前述の意味.での実験を行うことは不可能に近I、。それでは人問なぃし社会現象をとり扱5 

学問分野は科学とぃう名称にあたぃしなぃかとぃうとそうではなぃ。科学的方法の 基 本 で あ る 制 御 、 

は実験によるのみでなぐ, 模_  simulation辛行うことによっても確保さK る。あらゆる科学，と _

りわけ社会科学におぃて，模型 mo d e lのもつ役割はきわめて重耍である。 模型には物理的なもの 

もち斧が, より重親なも9 味念的なぃし記号的それであろう。ぃずれにせよ，その基本的特徴は，

現 '奪 な ぃ し実物prototypeの舉純イ匕されたうつしだとぃうこ.とである。t とで雄純化とは，ぃ，ま ’ 

でもなく，現突を構成する多数の事象のうち少数のかぎられた祺象のみをとりあげ，その閔係を指 

窣する，或ぃは，実物を構成する多数の特性のうち少数の特性のみをとりあげるとぃうことに他な 

らなぃ。模験，より端的に模型実験とは，このような意味での横型を操作するととに他ななぃ。 

、要するに，この場合，われわれは現实の状態を直接操作の対象とする代りに現夾に対応する状態を 

概念的につくりあげ,.これを賴作することによって，特定の市象とその関係を追求L ようとするの 

である。この意味で，携駿は概念的操作を通じて状態の制御を行ってぃると,ぃってよいであろう。 ’

このように，科学の甚r确は制御とぃう概念にあり， 科学的方法は突験ゃ模験を通じて，研究命象 

である状態の制御をV、かに意識的かつ厳格に行うかにかかっている。すべての肉然科学が荧験を試 

み, 尤作て0 社会学)^模験にのみ依存してぃるわけではない。たとえば,，天文学におぃて突験は不. 

可能であり，社会学渚は小集_ を対象としてある嵇の実験を行ってぃt 。

注（S) AckvlT, R. L. and Sadionî  M. W.J Ipundamented of Operation Research, 1918.

—— 奶 (}259)—
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; 科学というものを, どのように方法ないし過程として把えるがぎり，‘地理学を先験的に科学的な

i . * いし非科学的学問分野として規定するととが必ずしも適切でないととはあきらかであろ'う。地表の 

; 状態に関してわれわitの取扱う1#報は, その体系化の過齒におv、てわれわれ自身泌揉用する方法に

ハ . よって科学的にも非科学的にもなり， 又学問にもなる。ビ更に，極嫱な場:合，単なる常ifcこ1>ヵ>すぎ
；.■：. . .： - , 、
； ないとみなされるも呤しかもたらさなv こともあり得る:1?あろう。重要なこと故地表の状態に関
奪：- : 圓 • ■ ■ ■
!' する記述，説明, 予測，それこれらと関連する意志決定を目的として，われおれがいがな！)•方向 

; ' を指向しているぶということであり，かつ，われわれが地表の状態に蘭十る情報処i船こ当って，それ

? ぞれのレヴヱル匕相応しい操作ないし方法をどの程度意識的にとりいれているかということでんる，

i ぃ _' . . . . . . レ....::. ' へ..• I... ...こ:'..: . 人.、

1/ • 飞•地連学的アプローチ

レV.'.:..; こ■ , —. ' ， : . . ■

; 地琿学が一つ<p学問ないし科学であるがぎり，そめ情報姐理の_ 本過程において，:他と相遠子る

； ' ところは一つもな( V 前述の学問的ないし科学的方法は地迪学r おホそ4 不可芡なもめである。し
.'1ぐ. . . . . ... • , . . •

! ■ かしながら，個々の研究分野が存在し,独自の實献をなし撙るのはそれぞれの分野が固有の挤究対
~ • ‘ ■

U  s 象と問題意識をもち，キれに：相応しい用具と技法を開発してV、る:がらに他ならない6 との惫味で', 

i ‘， これらについてとりあげて，地理学固有のアプローチというべきものを明捕にして本だい。 ^

： . 研究対象..

I . 地现学の迤本的目的が，地表の状態に関する情報の収集姐迹にあるとすれば，地理学固有の研究
V '. • ' ■ . . • •

; . 対象は地表ないしその状態で表るということになる6 地表とほ, 孛義通り解釈すれぱ，地球の表面 

• ノ 'ないし表層とV、うことセある。周知のよう把，地球そのものを研究対象とする科学とじては地球科

；. 学 earth science.(地球物理学，地球化学）が存在しでおり，‘地球物理学奢はこめ地球美層‘岩右圏，

丨 - M m , 大気圈に大別するのが普通"eあるが, 地理学者が主要な関心を4 ろているのは，これら兰_
! - ■ : ' : .... ' . ' ... N ' (7)
： P うち生物，とりわけ人_ の生活に比較的密接に関連L てい;5 空間にがぎちれている。とこセ留意 

すべきは，この空間ぶ抽象的なものでほ:なく，具体的実在であ名ことであろう.。いいかえれば，こ

, の空間には人間め手がくわえられているか杏かにかがわらず, 実にさまざまな対象が存在し,拿象
.... ....... • . • .

が生起しているめセあり，これらさまざまな対象•て.象の組合せが地表という観察可能な実体をつ 

' ' くりあげているのである。パ
j ■ ' . : へ  ' . . . . , .
!, 地表の状態とは，この空間ないしそめ一部に焉出されるこ；K ら対象•畨象の状態,ないしその任

■ . 意の組合せの状態をざしているに他ならない。 ’

；- ところで，このような意味での地表は,研究対象とI X 考えた場合,いくづがめきわだった特色

! ■ をもっている。その中でも特^:指摘すべきぼ次のご点で疼ろう。 .
'' t ' ..... ....... . . ; • , ....

- •注（6) ，地观学における模型分析 k らいでぼ Ch^le>vR.J. 6rtd Ha 能 ett, IVed8.: Models iri geography 1967* ■
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1 ) 地非常に広範囲にわたる，しかも速続的な空間であること。

2) この绔間内丨こ存在生起する対_ ，辭^ の© 類がきわめて多く，かつその関海が複雑多岐にわ 

たっていること， "

研辞对象秀ある地表がこのような特性をもっていることは，さまざまな形で地理学のあジかたを 

規矩してい今氣その一つとして婁埤すべきは，地理学の分化であろう。玛在地理学者ゆ，̂何らか 

の意味で，エマ.リア別，テ一マ別に専門化しているが，こ，の分化が前述した地表の特性からもたら 

されたものであるととはあきらかであろう。いわ呤る地表の厍積は約5億 1000万乎方キロ，この 

うち海洋が7 0 パーセントを占めてV、るが, 極地を，のぞいても，陸地は約1億平方キロに及ぶ広範 

囲な面積を占めて和り，これを-丁人Q 研究者が力ヴァ一することは不可能に近い。又この地丧上に 

は実にさまざまな現象が存在坐起し，そのほとんどが地理学若の興味の対象となっているが，これ 

ら現象はその多くが他の学問分野の同有© 研究対象とされており，.この給果地理学若は，そのとり 

あげる観察文す象よっ^:与れらいず;ftかの研究分野に関する専門的知識をもつことを要求されるこ. 

とになる。個々の科学密、よいよ細分化され専門化の進んでいる現状にあっそ，一人の研究者がこ 

れら全ての分野^:ついて専内的知識をもとは矢張不可能e 近いといってよかろう。

• このような意味で、，: : 現_ 地理学にみられるエーリア別，テーマ別の分化は，地袁を研究対象と十 

るこ ,とからもたら f れる或® 度必然的な帰結であるといって ,もよかろう。寒:実，分業の原理(こもと 

づくこのような研究休制の発诞が地表の状態に関する多種多様な_ 報卿理をより効?存化しているこ 

とはうたがいないところで毛ろう。 -

しかしながら，このような砰究体制の酿立は, 他方において, 大きな問題をひきおこす。前述の 

; よ5 ち .地理学の基本的_ 的は禅表Q 状態に関する的確な情報の职集と処理にあるが,現実の地表 

は多種多稱な対象•事象の複雑な相互連関によってかたちづくられており，地衷の状態を観察し， • 

その性f を十分に把攆するためには，平一の個別科学の取扱う情報のみに依存するわけにはいかな 

い。現在多くの個到科学は独自の叫题意識のもとにあらかじめ取扱う情報を限定し，その上で固有.■ 

の稱命を々くりあげているが, 地表にみられる多種多様な対象•:事象の相互依存関係を明確化する 

ためには，これら個々の分野の取扱う情報のみに依存しては不十分である。•むしろいくつかの個別 

科学9 取樹^ f 報安汶# るかぎり多く.収集し，これらを相互に関速づけ令ことが必要であるう。地 

禅学が本来iî erdescijplir叫y な性格をもった学問分野であるということはしばL ば指摘されるこ 

とであ斧が，事実地表$ 状態をあき纟かにするために地现学者の取扱う情報は一般に個別科学め研 

究煮が求めているそれネ衫もはるかに多種多様であるのが筲通であるし，その結朵, '地理学者がこ 

れら情報を処興する上で部定する相互依存の関係づけもまたより広範なもの，となる傾向がある。現 

砗種々<p華統相5释 学 双 雜 tie geography,たとえば，経済地理学に属する研究者は，一方におけ 

る释済学•的な問題寒識によって, 自己の観察対象をいわゆる経済的変数に限矩し，そt6諸関係を追 

. TT—  49 ( 1 2 6 1 )....
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求し,ながらも，他方において/ これら変薮ど鏟濟外的変数がいかをる_ 係にあるかを追求じようと 

いう意欲のi ることを杏定じ得^ いセ、あろう。一另圮妇いて；後はfe済举者とじ七自己め取扱う変 

数を経済的なものに雛しようとするが（このととは態である) ,他方地理学者として，彼_ 済外 

的変数をも取扱わねばならぬという内的要求ももづている。このi う 'な相剋は経済地学にかかわ 

らずあらゆる境界科学にあ名程虔與爾なH どVくえ名や 、 ゆる糸統地迪学の場合i ：婆なことは 

この問題意識の分化が地理学それ自体i ，b も系統嵙孥的尚題意識b 優越どいう形セ展開される傾向 

のあることであろう。再ぴ経渰地趣学を例にとれぼ, われわれは族済学者4 も名以iiに地理学着で 

なければならない普であり, そめかぎりセ、，単にfcKわれの観察対象を経済的変敦祀のみ限定し， 

それらの諸のみを取扱うととは，地迤学者としての努力を僉棄しナこことfeもなり' ない。徒 

.来の系統地逋学者がいおゆる系統科学め通論的# 組备前提として, そ6 枠組がら外れた藷凌斂を陽 

表的たとりあげず, むしろそれをいわ唤る地域地迦学regional食eobaphy,郞ち/詒逯めみをそめ

主耍作業とするという地誌になげとむ傾向のあづたどとは反省されなければなb ない。最近みられ
. . . ュ ： . - . . . . -

各既存^>個別科学の統合!^向，：：特に社会科学にお'けるいわゆi 行動科学‘ behaviorarscienceの抬歯 

はこの点きわめて洼目すべきも<Dといわな汗扛ば知らないセあろう。 ，へ .丨.''ぐ'へ..:.'':に'..
.要するに，地3i学者の研兔対象で:ある地奏は，-^方虻知G て，そめスキj ルo 夫きぎi 翻察対象

■ , . . • _ . . . . .

の多様性によって地理学に分化を, 他方にお4いて，C れら観察対象わ密接糸つ複雑な相宜作用関係 

の存在によって，情報の統合《葜表しそいるのである。谷化と銳合はおら唤名学問夯野に共通なも- 

のである が，地理学においては特に重視されなければならない。本来分化と統合ば_ 裏一体をなし 

て知り，分化な# 統合も，_ 合なき分化も考えちれがい窖である。境在みられる地妞孥著めゴごリ 

ア別，テ一々別の分業はこのi うな認識めもとに理解されなけ;}tばならないだろう。

).岗題’意識.：'’..'' • し.::へ

前述のように, 地理学の大きな特色の一4 は，観察対:象を他の李間分# とジ泛ナよする£ とぼあ 

る。同一の対象ないじ事象がいくつかO 学間分野の考察の对象となり得るのは; いうまでもなぐ，

名■分野の研究’者がそれぞれ独自の問題意識をもづているからに他ならない。同じ人間括勤を対象ど 

しながらも, 坐理学, 心理荸，それ^：経済学，社会学, 政治学，文化人_ 学の研究者がそれぞれど 

となった研究成菜をもち得るのは,それぞれの学問が人間行動のことなった側面匕注目仏とれを 

分析対象とUているがらに他ならない。学_ 上の問題‘意識はさまざまな形をとり得るが,免極的に 

それは自己め研究対象をいかなる存在として認_ ずるがに依存している。人間をいがな名ものとし 

てとらえるがによづて1,人間行動匕対する目めづけどころ, 餡述，説明®仕方がことなってくるめ

は舀然であろう。学間上の問題意_ とはからたぐい免ぼ物8 見労セあると（、うこ:ともでき名であ名
: ■ . . .  . . . . . .  . ，

k 地理.学が，他め学問分野と同一の対象‘ _ 象を研究し‘ながらも，独自の研究成果をもち得るめ

は，まさに地理学が固宥の問題意識, 則ち物め覓方を‘らているからであるとV、々 セ.4：い*

' パ. . . . . .  . ，，....-. ' ■ ■.；. ■ . ..■■■'：•■•. 、.... • ; ... . ■■.、ベ.
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. へ' , . ' ,  ...
それでは，地禅学漭は一体いかなる物(6見方をする0 であろうか，突際地理学若にこ0 ような_  •

いを発するならば，恐らく十人十色の答えがかえってくるで、あろう。しかしながら，大多取め地理 

学者に^ けいれられる物の見方として次の三項自をあ烀る巴とがで'きるヤあろう。 ’

1 . 地表: 地理学的物め見方とL T , 飨ーにあげぼならぬのは,地现学者が地表上に存在生起 

するさまざまな対象*事象ないしその組合せを何よりもまず地表そのものを構成し，かつその状)1 港 

を規定する存在としてみているというごとであろう。大陸, 海洋，島嶋からはじまって，. _ ，

河川，平野等の自然的要素, 田畑，住宅，鉄道/ 道路, 港湾# の人工的要素，更にこれらを舞台 

とじて展開ずる人felめ藷活動に室るまでわれわれの観察対象ぼ実にさまざまであずが，地邢学溝は 

これらを何よガi まず地表をづぐりあげ，そめ状態を構成ナ名:もめどして認識しているのである。 . . ■

又厂瑰在，"ち托如れめ観察しそいる地表は実にさまざまな要因によってかたちづくられている。造 

山運勅♦ 地 動 を 咚 Itめとする地球そめもめのもつ物理的営力，大気や水の循環，プランクトシ 

のよづな薇生物〖こほじ妾名翁植物の活動，そして，人間の諸活動，.とれらさまざまな要因が現在の_ -
地表め状態を規萣し't：いるのである。このような物の見方をする学問分野は地理学をおいて他に泞：.， 

い。他の学問分野もまたその研究対象奪考察するに当ってバ地表の状態を考慮することはあり得る' 

セあろう」 又，その研究対象を地表上に位置する存在として各ることはあり得るであろう。 し か し  

ながら，前述の意味，即ち，地表を構成し,その状態を規定する存在として対象. 事象を認識する 

をいうととほ地理学者のみがとるユニークな物の見方だといわなければなるまい。 ， •
2 , 空間地理学的物の見方と;して，第二にあげねばならないのは, 地理学者が対象• _ 象を沒 

間的存在とじセとらえるということであろy 。ここで空間とは何かというとどぬこだわる必要はな.
い。数学，物_ 学，心迪学的空間に_ する議論についてもふれるつもりはない6 地理学的生間は地 .

表とたうきわめて具体的なかたちであたえられでおり，われわれの観察している対象•事象はいず 

れもこめ空間内に-^定め位置を占めていると とは経験的にあきらかな事実である。対象 • 祺 象 を 空 _’ 

間的存在とt て認識するということは, 位置に関する倩報を重視:することである。対象が何処に存 

在し，何処に生起したかを知今こどが地理学者にと•って基本的な情報であることはいうまでもない.

このような情報が有意味でもるのは，われわれの知覚し得る時間，空間の中に存在生起する対象.

事象に関レで占有の原M ともいうべきものがはたらいでいるからに他ならない。占有の原理は一定 

時点に料、て同-*地点（ないし域〉にことなった•対象•事象がともに存在,生起し得ないことを意味 

しでいるが，こめ限りで排他の原理とも呼び得るもめである。もしこの原理が存在しなければ,：あ

>主（7) より辦*1的にいえば圈界而tropopauseから_ ホp ビチッチ不連続而までの峩摺亟問とも’いえるであろう 

.'同様の異解は..Cdle, J.P.’ftiid King, C. A.M.: Quantitative Geography, 1968̂  p, 2.にも场されている。 ’
< 8 ) 地理学者の関心をもつ調崙項目については木内信蔵：地域概論，1968年，pp.192〜200.

( 9 ) この点を強調したものとして，B6rry, BJ.L, and Marble, D.F.: Spatial Analysis, A,.Reader in S t a t i s t i c a l 、
r G e o g r a p h y ,  1968.
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る対象•珙象の存在もしくは生起にっいてその時と場所を指定することはわれわれにg ゃて超、ずし 

も有効な情報をもたらさないであろう。 .
地表上における空間的位置は任意の原点をさだめ, そこからの距離と方向を知ることによって抑！ 

宠することができ4 。したがって, 距離と方向という概念は空間的物の見方におV)rt：基本的なもの 

である。（われわれはここで距離と方向を測定することのできる量* したがづて一*っの餒験的実在として認め 

て V、'る。)人：：:r:へ::：1::' ぐ，:…'

更に，ある対象の空間的位置そのものは地理学者にとづて興味の対象とはなり傳なV V 位置嗱多 

ぐまでもその対象の状態とペア一になっていなければならない。か々，単*— <0対象とその位僵;もそ 

れだけでは，地理学者に多くや情報をあたえるものではない。われわれにとクて興味のあるのは* 

ある対象が他の対象（同- ^ ないし異鐘の) との関係でいかなる位置を占今斧かというG と':eある。

この意味で，空間的物の見方をずるとV、うことは, 当然地表上に存在‘生起するさまざまな対;象、• 

事象間にみられる空間的諸関係，即ち空間的パタ一ンのありかたを重視する•ことになろう。同一の 

対象がことなった状況の中に位:置づけられることよづて全くこどなづた意味合をもつことは，3  

一の堪語をことなった文章の中にいれることによってその意味を変化させる(ある場合にば文寧全体

の意味をも致化させる) ことと同じである6 この意味で空間的に物をみること,は， 空間的コンテクス
. …■. . . . .  . , . . .

トにおいて物をみるといいかえてもよいであ令う。 .
. 3 , 系地理学的な物や見方として最後にあげねばならぬのは，系として.の物の見方，即ち，地

表を¥ っの系として認識しているととであろうP 系 s y s te m とは何冷、を定義するととは輝レいが，

.ここでは，' 密接な相互作用 (依存 ) 撰係をもつ部分から成る全体と定義しておくことにしよう。要

するにある全体とみなし得る存在を相互に密接な依存関係にある部分に分割可能であり，，かつその(10) ' ■ '  
部分を全体としてみなすこともできる場合，その存在を系と呼ぶのである。既卩こわれわれは，；研究

対象としてめ地表を問題としたときに，地表上に存在生起する多種多様な対象•事象纪密揆な相冥

依存関係にあることを指摘したが , まざiこ地表こそ系としてみなすことができる実在だといらて::よ

かろう。特に, 全体を部分に分割することができ, かつその部分を全体とみなすことが免きると:V、

う系め特徴は；それが地理学が伝統的につちかってきた地域どいう槭念と密接に関連レている意味

で道要である‘地域.という概念を適切に定義することは難しいが, こちでは,単にそれを何らか

の意味でまとまりのある地表部分といづておけば十分であろう.。前述の:ようm , 地表は單なる.窀間

ではない , 具体的ないわゆる充塡されたそれであるが,その状態はあきらかに部分的に変差があり，

時問的変化の過程.も相違している。しかもその変差や変化ゆ必ずしもラソダムなも.のではなぐ,む

しろ一定の地_ 部分についてまとまりがあるように思われる。地表に関するとのような直観的な把

注 ( 1 0 ) 最近，乙のような性格をもつ存在に対して, ホ ロ ン h o lo n とぃう概念が提出されてレ、̂,  
The Ghost In the Machine, 1967;日高, 長蚜訳，機树の中の幽盤，1969.， 、

Koestler, A.
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握か.おそらく地域という概念を生みたすに至ったものであろう.。地域が実在する.か.杏かにづいての : 
成•命こついてここで詳述する必耍はない。われわれは，単に，’それが地表の状態に関、ずる傭報を処 

理する上で必要であり•かつきめて有効な物め見方であるというに止めよう。

地表を一つの系としそみることほ，単なる地域概念とのアナロジーに也まらず,より重要な意味 

合をもっ〔.ぃる。 というのば，最近のレ、わゆるー艇システム理|論 general system theoryの 良 に  

よって次第に明確化されつつある第の一船的性格に関ザる现論的成來(それらの多べは数学的に表現 

されている〉を，地理学の驻本 t e # 組の中トこ導入し得;^こと蚤意味しているからである。 ，

以上，地表，绝間,.系という竺槭念をホ心に地迪学者め栽/の見方を説明してきたがこれらは地理 

学者の問 題 意 識 その中には瑰藥的なもめも本れば理論的がもめ% あろう— の根亟にあり，そ‘ 

れを支えているもので表る。いま，地表上fこ存在,生起するきまざまな対象•事象間の空間的相互 

関係を全体として地理系な.いし地趣的、ンステ.1、geographical system と呼ぶなら.ば，地理学者はま.. 

ざにr ごの地理的ジスザムめ解明を_未的問題意識どしているといえるであろう。そして，この地 

理的システムを#定め対象‘事象の状態と冬め位盧に関する観察結果一これを地理的データと呼ぽ 

う一一を_ 礎に.して.究明することが地理学的アプロ“.チの墓本過程だといえるであろ..う。..,.

用具と技法

前述のように，処理という概念を理解十るかぎり，その対象が物質であれ情報であれ，効率的な 

処理をするた办こ用具を俠用ずる名とが必耍どなる。大工が力シナとノコギリを使うように 個  々

の:学問分野6 研究者は自己の目的に見合った独自の用具と技法を.開発している。これら情報処理に 

つかわれる用具迕物理的なもの（気圧計, ク\) ノ メータ) もあれは，概念的なもの(対数；乱数)もあ 

名じ,又比 的率純な測定器具からはじまっ弋複雑な実験装置ゃ計箅機までふくまれる'。’地迦学孝 

は，その情報勉理にあたっできわめヤ多種多様な用具を_ 用しているが,.その中で最も基:本的なも 

のは，ル、う>まセ もな< + ップfnapであろう„ ^ ップは，字義通り地表上の状態の模型であり，そ 

れ自体地廸学め研究成束でもあるが，同時匕地理学者にとって不可欠の分析用具でもある。ここで 

マップと呼び,地図といわなV)のは，それが現代数学め莪本概念であり, かつ現突とその模乪との 

_ 係を考える上で銮本となる写像mapping .と密|妾な関連をもつととを示しているからであり， と 

向時に,，地囵という.目葉によっ Cわれ‘；G れが想起しかちないわゆる地形図topographic.m a pのみを... 

さしているのではなV、ことを強調したいがらである。地形図が地理学若のきわめて強力な武器でぁ

注( 1 1 ) こ9 表題に関する最も迪本的文丨狱はいうまでもなぐThe Society of General Systems Researchの年報Gene- 

ral Systê is, 1956〜マあるが；最近, 論文集として Buckley, W. ed., Mddern Systems Research for the 

Behaviorftl Sftientlst, A  SouVcebook, 1J>68ンが刊行された。....又，.•ンステムズァ.プロ.，,チの哲学的俾鏺についてけ; 

Cnu^chhian, C.W.: The Systoms Appiroach, 1968. #

(12； 地理的:デ— ダめより厳密な矩義については, Takahashi, J.:. “rdenti/katim o f.Locatioml Patterns,11 Paper 
and Proceedings Far East Conference of R.S.A., 1963.
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名ことは指摘ナるまでもない。_ 空写真の解読とならんで地形図の解読，いわゆる読間が地理学者 

のS 礎的トレーぞンク+であるこ‘とは周知の事実である。しかしながら，用具としての々ップを•考冬 

た 場 合 ， より重要なそれはいわゆる主題図thematic m a p 即ち，特定の観察対象なV、し事象の状態:
(13)

に関する観察結果をその位置とともに記載したものであろう.。これら主題図は研究のチーマとなる 

観察対象な^ U 事象の性格に.よづてさまざまな形式で表現されるが，基本的なことは，それが前述 

の意味で^)地细的デ一タの二次元へ^マッピング即ちデータマクプdata m a p であることであろ々。 

マツ プが地理学の研究成果であると同時に,地理学における情報処理本的用具でもあるという 

のはこの意味である。即ち，それは，地理的システムを解明するための基礎的デ一タをその空間的 

パタニンの別のために視覚的に表現レたものに他ならないのである。

このようなデサタマップから地理的ダステムを導出する過程には，さまざまな技術が用いられる 

こどはいうまでもない。この:ヤップ技法(用具としてのマップ操作の仕方）はいまだ十分検討された :̂: 

はいい難ぐその手順の一般的定式化については今後の研究にまつところが多いが，少くとも，前 

述の意味でめすップ操作Q 技術とW て，次の彐基本型をあげることができるであろう。 'V

1 ) 杣出と挿入.. へ； へ .ぐ .

2) 拡大と縮小 V

3) .重合と引抜 ； -
1)の抽出とは字義通り地表上にみられる多種多様か対象•事象のうち，特定の対象•事象のみを 

抽出し，その状態と位置に関する観察結果をマッピソ グすることによって,特定の観察対攀の空間 

的パタ一ンを明示するととであり，.孤立化 ;isolationともいってよいだろう。これに対して，挿入 

とは，ある対象ないしそのパターッを既存のマップ（主として地形図）に記入することでちる。:前者 

はデータマップめ作成のた:めの基本的技_であり，後者は設計.計画の分析に用いられる。 ‘

2),の拡大と縮小は々ップの盛本的性格の-^Pセある縮及sca lin gに関するもので、あり，縮茂を:奕 

化させることによって視野を拡大縮小し, その結果生ずるさまざまな•レヴ尤ルでの空間的パタ一 

ンを識別することによって，パターン<0階層性を分析する。 ' :

.3).の道合と引抜のうち ,:'■重合とはことなっ .たデータマップを重和合わせる .なと f c よってさ.まざま： 

な空冏的パダーン間の関連を分析するものであり，引抜とは , あらかじめ重ね合わせてあるいく 'o  

かのデータ々ッ プのうちがら任意めそれを引抜くことによって矢張パダーン間の関速を分析しよう 

とするものである。

以上，マッタ操作.め恶本型につV、て略述したが，マップ操作の技術としては,こめ他にもざまざ 

まな時点におけるデータマップを作成し，時系列的な空間的パターンの変化過程蚤分析したり，特

注（1 3 ) 地形闼と主題因の相逾についズは，’ Iloard/ C.: Maps as Models, in Chorley and Haggett, op. c it , Chapter 
sixteen, 1967.

— 54(1266) —  •

羅  4ス 游 没 雄 'お ?《ぐみi  ふ 冷 ？?ゼ X . '  保 邮 ぅ -' q  ,'.出

地理学的方法に関する一考察 、

定マップの— 部を分割し，他ど接合することによって空間的な比較分析を試みるものなどいくぅか'

あげるととができよう6 特に最近回帰分析と結びついたいわゆる残差図map of regidualの作
(14) ............... .....
成をはじめとして新たな技術が次ノ<に開発されセいる•
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